


次代の教育を推進する

環境の創造

次代に必要となる力を

確実に育む教育内容・

方法の創造



〇クラウドファウンティ

ング制度の活用など「稼

げる教育委員会」の実現

〇市長部局の理解に基づ

く教育費の確実な確保

など

〇市長部局と協働した適

正規模・適正配置の推進

〇「清瀬学園（仮称）」を

モデルとする21世紀型

教育及び地域コミュニ

ティの再生に対応できる

学校施設の建設

など

〇教員交流や表彰制度な

ど指導力や授業力等教師

の資質能力の向上

〇学校運営協議会制度を

活用した学校経営アドバ

イザー制度の導入

〇データサイエンティス

トの雇用によるEBPM

（データに基づく政策立案）

の推進

など

〇コミュニティスクール

の指定など学校を核とす

るまちづくりの推進

〇KTLSなど新たな研修シ

ステムによる校長・副校

長の経営力向上

〇部活動の地域移行など

学校の働き方改革の推進

〇ガバナンス改革による

学校及び教育委員会事務

局の組織力向上

など

組織環境 人的環境 物的環境 財務環境



故郷清瀬を誇りとし持続発展の主体者となる力

第二中学校実践
「清瀬学」の横展開

清瀬を知り愛する心を育む
「清瀬子供大学」の充実

学びに向かう力・人間性など

自然体験、社会体験、文化的
体験の充実

自他の生命を尊重する力

赤ちゃんのチカラプロジェクト等
「いのちの教育」の一層の充実

未知の状況でも活用できる思考力・表現力・判断力

「図書館を使った
調べる学習コン
クール」などPBL
型学習の充実

生きて働く知識・技能

授業の質的充実による
基礎基本の徹底

端末をフル活用した
個別最適化学習の取り組み



Kiyose Next Educationの取り組みとしての



資質・能力
（非認知能力）

学びへの理解・動機

教科で身に付ける力
＝教科学力

学
力



子供のころの「体験」が非認知能力を高める（学問的裏付け）

厚労省「21世紀出生児縦断調査」（同一対象者経年変化調査）を基に文科省が分析
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12歳時の自然体験の機会

体験多

〇幼少期の自然体験が豊かな子供は、年齢を重ねて
も自尊感情や外向性といった非認知能力が高い

〇幼少期の社会体験が豊かな子供は、年齢を重ねて
も学びへの関心といった非認知能力が高い

〇幼少期の文化的体験が豊かな子供は、年齢を重ね
ても自尊感情、精神的な回復力といった非認知能
力が高い

〇幼少期の読書体験が豊かな子供は、年齢を重ねて

も、非認知能力の一部である学びへの関心、新し

いことへの興味、自分の感情を調整する力、将来

に対して前向きな意識が高い



家庭の経済状況による学校外体験格差



家庭の経済状況による子供の体験格差
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物価高騰が子供の学校外体験機会に与えた影響

機会が減った 今後減る可能性あり 変わらない 機会が増えた

〇（公社）チャンス・フォー・チルドレン調査「子供の『体験格差』実態調査」（2022年12月）

〇全国の小学生の保護者約2千人を対象に体験活動（スポーツ、文化芸術、自然、社会、文化的各種体験）の実態を調査

〇低所得世帯の子供の約3人に一人が、1年を通じて各種体験活動を何もしていない

〇低所得世帯の子供の約2人に一人が、物価高騰によって体験機会が減少、または減少の可能性がある

〇現在の世帯年収が低い家庭の保護者ほど、保護者自身が小学生の頃に学校外体験活動を何もしていなかった割合が高い



やりたいと言われても、どれも経済的に無理なので、子供自身が「無理だよね…」って何も

言わなくなりました。だんだんわかる年齢になり、子供なりに我慢しているようで、申し訳

なく思っています。（小学校4年生保護者 40歳代）

母子家庭のため、周りの子供たちと同じようにいろいろな習い事をさせてあげることができ

ずに悔しい。スイミング、ダンス、英会話、ピアノ…、したいことをたくさんさせてあげた

かった。（小学校2年生保護者 20歳代）

野球チームに入らせてあげたかったけれど、一人親のため、経時的な余裕がなく、道具やユ

ニフォームが用意してあげられなかった。（小学校5年生保護者 50歳代）



清瀬子供大学をフィールドとする

教育バウチャー制度による

すべての子供たちに対する体験機会の保証



学校教育に
おける

各種体験活
動

社会教育
（子供の生涯学

習）におけ
る各種体験

活動

【自然体験】スキー教室、立科移動教室、生活科・須郷的な学習など

各教科など

【社会体験】職場体験（中学生）、農業体験、社会科見学、修学旅

行、赤ちゃんのチカラ、認知症サポーター講座、ボラン

ティア活動、家庭科など各教科など

【文化的体験】修学旅行、演劇（音楽）鑑賞教室、音楽科など各教科

【心の体験、身体健康体験】道徳授業、体育授業など各教科

【教科等体験的な学習】各教科

清瀬子供大学

自然体
験

社会体
験

文化的
体験

すべての子供が享受する
教育課程による体験の機会

教科等
体験的
な学習

子供や保護者の希望を叶える
バウチャー制度による体験保障



教育委員会が進めている施策「清瀬子供大学」

キャッチコピー 「清瀬にしかできない体験型の教育で清瀬愛と未来への夢・希望を育む」

結核研究所

大林組技術研究所

気象衛星セン
ター

清瀬ってすごいところなんだ
…。知らなかったな。よし僕も
清瀬の未来を担う人間になる

ぞ！

お医者さんから話を聞いて尊い
仕事って思った。私も将来医者

になりたい！

学び

清瀬の誇るべき「教育資源」



R5 子供大学における体験的な学習の場



清瀬子供大学を「非認知能力」育成を目指した体験学習の場に

学部名 体験領域 体験の概要 指導

清瀬子供大学
自然体験学部

自然体験 一週間程度の農山魚村宿
泊体験

野外体験インストラクター

清瀬子供大学
農学食物栄養学部

文化的
体験

年間にわたる農作物育成、
収穫調理体験

市内外農業従事者

清瀬子供大学
社会貢献学部

社会体験 イベント等におけるボラ
ンティア体験

社会事業大学教員及び学生

清瀬子供大学
歴史学部

文化的
体験

博物館実習他
＊修了後「清瀬子供学芸員」とし
て認定

博物館職員

清瀬子供大学
医学看護学部

社会体験 先端医療の体験、命の講
義

市内医療従事者

今後開設を検討する学部（例）

その他清瀬の資源を活用した学部を設置



子供大学理科の部
＊バウチャー券2枚

子供大学薬学の部
＊バウチャー券２枚

子供大学公共政策
学部＊バウチャー券2枚

子供大学体育健康
学部＊バウチャー券5枚

子供大学文学部
＊バウチャー券2枚

子供大学気象の部
＊バウチャー券2枚

子供大学医学看護
学部＊バウチャー券10枚

子供大学歴史学部
＊バウチャー券2枚

子供大学社会貢献
学部＊バウチャー券2枚

子供大学農学食物栄養
学部＊バウチャー券8枚

子供大学自然体験
学部＊バウチャー券10枚

子供大学ものづくり
学部＊バウチャー券5枚

子供や保護者の希望により学部を選択

バウチャー券の利用が可能





【業務委託方式を取り入れる根拠】

〇指定管理者はすでに自主事業として「子供のための生涯学習講座」の運営実績があること

→従前の自主事業については、すべて「子供大学」の枠組み内で運営することが望ましい

〇R5の子供大学についても一部指定管理者と連携を図りつつ運営していること

〇指定管理者が有する関係資本を活用することで多様な講座の開設が可能であること。

〇事務局の「働き方改革」資するものであること



必要経費



参考資料


